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インド太平洋の波、にわかに高し。
米バイデン新政権は同盟国との関係を緊密化し、
中国はそれに警戒感をあらわにする。

「自由で開かれた、包摂的なインド太平洋」のために
立ち上げられた日米豪印協議＝クアッド（Quad）とは何か？
どのようなダイナミズムが生まれるのか？　

上空から見た東シナ海（アフロ）

特集

「自由で開かれたインド太平洋」
の新展開
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四
月
一
六
日
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
は
爽
快
な
青
空
と
な
っ

た
。
午
後
五
時
す
ぎ
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
中
庭
に
あ
た
る
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
で
、
首
脳
会
談
を
終
え
た
菅
義
偉
首
相
と
ジ
ョ
ー
・
バ
イ

デ
ン
大
統
領
が
共
同
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
。

 

「
菅
首
相
が
晴
天
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
で
、
何
で
も
で
き
る
気

が
す
る
。
首
相
は
私
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
訪
問
を
要
請
し
た
初
の
外

国
首
脳
だ
。
Ｇ
７
や
ク
ア
ッ
ド
の
サ
ミ
ッ
ト
で
数
回
、
バ
ー
チ
ャ
ル

で
会
っ
て
い
る
が
、
対
面
で
と
も
に
過
ご
し
、
意
見
交
換
す
る
機
会

に
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
下
で
わ
れ
わ
れ
は
予
防
措

置
を
講
じ
て
い
る
が
、
対
面
の
議
論
に
勝
る
も
の
は
な
い
」

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
記
者
会
見
の
冒
頭
、
こ
う
切
り
出
し
た
。
記
者
会

見
場
は
、
日
米
双
方
の
代
表
取
材
記
者
の
人
数
が
制
限
さ
れ
、
座
席

の
間
隔
を
開
け
て
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
。
一
連
の
会
談
で
最

も
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
記
者
会
見
を
屋
外
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
天
候
に
最
も
安
堵
し
た
の
は
、
準
備
に
あ
た
っ

た
日
米
両
政
府
の
事
務
方
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
月
に
発
足
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優
先

に
掲
げ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
急
い
で
き
た
。
大
統
領
に
よ
る
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
の
面
会
を
厳
し
く
制
限
し
て
き
た
中
で
、
万
が
一
に
も

首
脳
会
談
で
感
染
者
が
出
れ
ば
、
政
権
の
威
信
に
関
わ
る
事
態
に
な

り
か
ね
な
い
。
当
初
は
四
月
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
会
談
が
一
週

間
延
期
と
な
っ
た
の
も
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
内
で
早
期
の
開
催
を
主

張
す
る
国
家
安
全
保
障
会
議
な
ど
の
外
交
チ
ー
ム
と
コ
ロ
ナ
対
策
を

優
先
す
る
内
政
チ
ー
ム
と
の
間
で
意
見
が
分
か
れ
た
た
め
だ
っ
た
と

い
う
。
首
脳
同
士
が
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
話
し
合
う
機
会
の
食
事

の
設
定
に
つ
い
て
、「
通
訳
だ
け
入
っ
た
一
対
一
会
談
で
ハ
ン
バ
ー

読
売
新
聞
ア
メ
リ
カ
総
局
長

中
島
健
太
郎

な
か
じ
ま　

け
ん
た
ろ
う　

上
智
大
学

卒
、
一
九
九
七
年
読
売
新
聞
社
入
社
。

ソ
ウ
ル
支
局
長
、
政
治
部
次
長
な
ど
を

経
て
二
〇
一
九
年
九
月
か
ら
現
職
。

コ
ロ
ナ
禍
を
押
し
て
行
わ
れ
た
バ
イ
デ
ン
・
菅
会
談
。

同
盟
再
強
化
、
台
湾
へ
の
関
与
な
ど
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
裏
に
は

デ
リ
ケ
ー
ト
な
配
慮
も
。
首
脳
会
談
の
意
義
を
読
み
解
い
て
い
く
。

「
勢
力
均
衡
」復
活
の

バ
イ
デ
ン
政
権
ア
ジ
ア
政
策

―
―
日
米
首
脳
会
談
で
明
ら
か
に
な
っ
た
同
盟
再
強
化
・
ア
ジ
ア
関
与
の
継
続
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ガ
ー
」
と
決
ま
っ
た
の
は
前
日
だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ジ
ェ
ン
・
サ
キ
報
道
官
は
二
月

一
六
日
の
記
者
会
見
で
、
対
面
の
首
脳
会
談
は
数
ヵ
月
先
に
な
る
と

の
見
通
し
を
示
し
て
い
た
。
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
首
脳
と
の
会
談
を

ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
行
っ
た
一
方
で
、
早
期
に
日
本
と
の
対
面
の
首

脳
会
談
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

「
日
本
が
早
い
時
期
の
対
面
会
談
を
要
望
し
た
」（
米
政
府
関
係
者
）

こ
と
に
加
え
、
米
国
側
、
特
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
外
交
チ
ー
ム

も
、
日
本
と
の
関
係
強
化
を
早
期
に
世
界
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
が
「
最
大
の
競
争
相
手
」
と
位
置
づ
け
る
中

国
に
対
抗
す
る
た
め
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
傷
つ
い
た
同
盟
関
係
の
再

建
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

同
盟
の
再
強
化
に
強
い
意
欲

　

バ
イ
デ
ン
政
権
が
中
国
と
の
競
争
で
念
頭
に
置
く
の
は
、
第
一
に

イ
ン
フ
ラ
や
教
育
、
科
学
技
術
へ
の
投
資
を
通
じ
た
「
強
い
米
国
の

復
活
」
だ
。
長
期
的
視
野
に
基
づ
く
中
国
へ
の
対
抗
策
で
、
実
現
に

時
間
が
か
か
る
。
野
党
共
和
党
の
反
発
は
必
至
で
、
民
主
党
内
に
も

異
論
が
あ
る
。
も
う
一
つ
の
柱
と
な
る
同
盟
国
・
友
好
国
と
の
協
力

体
制
の
再
構
築
は
、
成
果
が
見
え
や
す
い
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
四
月
二
八
日
の
施
政
方
針
演
説
で
二
月
に
中
国
の

習
近
平
国
家
主
席
と
行
っ
た
電
話
会
談
の
内
容
に
触
れ
、「
習
氏
に

は
、
米
国
が
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
を
通
じ
て
欧
州
で

す
る
の
と
同
様
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
も
強
力
な
軍
事
的
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
く
。
そ
の
目
的
は
紛
争
を
起
こ
す
こ
と
で
は

な
く
防
ぐ
こ
と
な
の
だ
と
伝
え
た
」
と
語
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
中
国
政
策
の
基
本
原
則
は
、
①
イ
ン
フ
ラ
や

教
育
、
科
学
技
術
へ
の
投
資
で
米
国
の
国
力
を
強
化
し
、
特
に
「
中

産
階
級
」
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
、
②
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
弱
体
化

し
た
同
盟
国
や
友
好
国
と
の
関
係
を
強
化
す
る
、
③
民
主
主
義
な
ど

の
普
遍
的
な
価
値
観
を
重
視
す
る
―
―
の
三
つ
と
い
え
る
。
②
と
③

の
原
則
に
照
ら
し
て
い
え
ば
、
ア
ジ
ア
で
最
も
重
要
な
同
盟
国
は
日

本
と
い
う
結
論
に
な
る
。

　

政
権
発
足
か
ら
一
〇
〇
日
を
前
に
し
た
四
月
二
七
日
の
電
話
記
者

会
見
で
、
政
府
高
官
は
次
の
よ
う
に
強
調
し
た
。

 

「
わ
れ
わ
れ
が
中
国
に
対
し
て
最
も
優
位
に
立
っ
て
い
る
点
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
同
盟
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
点
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
前
政
権
が
脇
に
置
い
て
き
た
こ
の
ツ
ー
ル

を
活
性
化
し
、
最
大
限
利
用
し
て
い
く
」

中
国
と
の
勢
力
均
衡
を
重
視
す
る
布
陣
に

　

米
国
の
民
主
党
政
権
の
対
中
国
政
策
は
伝
統
的
に
、
気
候
変
動
問
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題
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
中
国
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
重
視

す
る
グ
ル
ー
プ
、
同
盟
国
と
の
関
係
強
化
に
よ
る
「
勢
力
均
衡
（
バ

ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
）」
を
重
視
す
る
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
に
分

か
れ
て
い
た
。

　

前
者
を
オ
バ
マ
政
権
一
期
目
（
二
〇
〇
九
～
一
三
年
）
に
国
家
安

全
保
障
会
議
ア
ジ
ア
上
級
部
長
と
し
て
中
国
と
の
協
調
関
係
を
模
索

し
た
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ベ
ー
ダ
ー
氏
ら
が
代
表
し
、
当
時
東
ア
ジ
ア
太

平
洋
担
当
国
務
次
官
補
を
務
め
、
バ
イ
デ
ン
政
権
で
新
設
さ
れ
た

国
家
安
全
保
障
会
議
イ
ン
ド
太
平
洋
調
整
官
に
就
任
し
た
カ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
は
後
者
に
入
る
。

　

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
は
六
三
歳
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
博
士

号
を
取
得
し
た
安
全
保
障
問
題
の
専
門
家
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代

に
ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
の
国
防
次
官
補
代
理
と
し
て
普
天
間
飛
行
場

返
還
問
題
に
関
わ
り
、
オ
バ
マ
政
権
で
は
国
務
次
官
補
と
し
て
「
ア

ジ
ア
重
視
（
ピ
ボ
ッ
ト
）
政
策
」
を
推
進
し
た
。
日
本
を
含
む
ア
ジ

ア
各
国
の
政
府
高
官
に
知
己
が
多
い
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
担
当
の
国
務
省
高
官
の
指
名
と
承
認
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
政
策
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
が
全
体
を

取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
在
ワ
シ
ン
ト
ン
の
外
交
官
は
、「
バ
イ
デ
ン

氏
か
ら
ア
ジ
ア
政
策
に
つ
い
て
の
権
限
を
委
譲
さ
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
、
発
言
力
は
大
き
い
」
と
見
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
発
足
後
、
中
国
を
意
識
し
た
対
ア
ジ
ア
外
交
の

具
体
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
た
。
三
月
一
二
日
に
は
バ
イ
デ
ン
氏
と

日
本
の
菅
首
相
、
イ
ン
ド
の
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ス
コ
ッ
ト
・
モ
リ
ソ
ン
首
相
に
よ
る
初
め
て
の「
ク
ア
ッ

ド
（
四
ヵ
国
）
首
脳
会
議
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。
調
整
を
主

導
し
た
の
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
だ
っ
た
。

　

三
月
一
五
～
一
八
日
に
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

国
防
長
官
が
就
任
後
初
の
外
遊
で
日
本
と
韓
国
を
訪
問
し
、
外
務
、

防
衛
閣
僚
に
よ
る
「
２
＋
２
」
を
開
い
た
。
同
盟
重
視
の
姿
勢
を
明

確
に
し
た
帰
路
に
臨
ん
だ
の
が
、
三
月
一
八
日
に
ア
ラ
ス
カ
州
ア
ン

カ
レ
ジ
で
行
わ
れ
た
米
中
の
高
官
会
談
だ
っ
た
。
米
側
は
ブ
リ
ン
ケ

ン
氏
と
ジ
ェ
イ
ク
・
サ
リ
バ
ン
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
、
中
国
側
は
楊
潔
篪
・
共
産
党
政
治
局
員
と
王
毅
外

相
ら
が
出
席
し
た
。

　

サ
リ
バ
ン
氏
は
こ
の
会
談
で
「
わ
れ
わ
れ
は
米
国
の
外
交
政
策
の

基
礎
と
な
る
同
盟
国
や
友
好
国
と
の
関
係
を
再
び
強
化
さ
せ
て
い

る
。
こ
う
し
た
国
々
と
の
連
携
こ
そ
が
発
展
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
」

と
強
調
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
初
の
対
面
の
首
脳
会
談
を
菅
首

相
と
行
い
、
対
面
で
二
人
目
の
会
談
を
五
月
下
旬
に
韓
国
の
文
在
寅

大
統
領
と
行
う
の
も
、
中
国
を
念
頭
に
置
い
た
一
連
の
同
盟
国
重
視

の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
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デ
リ
ケ
ー
ト
に
扱
う
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
確
に

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
外
交
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
が
中
心
と
な
り
、
ア

ジ
ア
で
同
盟
国
や
友
好
国
と
の
連
携
に
よ
る
「
勢
力
均
衡
」
を
目
指

す
リ
ア
リ
ス
ト
の
考
え
が
基
軸
だ
。
中
国
の
軍
事
力
は
二
〇
一
〇
年

度
か
ら
の
一
〇
年
間
で
約
二
・
四
倍
に
増
え
、
台
湾
海
峡
や
東
・
南

シ
ナ
海
で
挑
発
的
な
行
動
が
目
立
つ
。
特
に
台
湾
問
題
で
、
中
国
は

現
状
変
更
を
目
指
す
考
え
を
隠
し
て
い
な
い
。
台
湾
の
防
空
識
別
圏

へ
の
中
国
機
の
侵
入
は
常
態
化
し
て
い
る
。

 

「
習
近
平
国
家
主
席
は
台
湾
へ
の
圧
力
を
高
め
る
決
定
を
し
、
対
外

政
策
の
中
心
に
据
え
た
。
長
期
的
な
中
国
の
安
定
と
威
信
の
た
め
に

決
定
的
に
重
要
と
考
え
て
い
る
」。
サ
リ
バ
ン
氏
は
四
月
三
〇
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
「
ア
ス
ペ
ン
安
全
保
障
会
議
」
で
中
国
の

動
き
を
こ
う
分
析
し
た
。
台
湾
問
題
を
重
視
す
る
背
景
に
は
、
中
国

に
よ
る
現
状
変
更
を
許
せ
ば
、
地
域
で
の
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
各
国
が
疑
問
視
し
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。

　

サ
リ
バ
ン
氏
は
台
湾
問
題
で
の
米
国
の
立
場
を
「
一
方
的
な
現
状

変
更
を
認
め
な
い
と
い
う
強
固
で
明
確
な
決
意
を
示
し
続
け
る
。
中

国
に
伝
え
、
台
湾
と
も
確
認
し
て
い
る
。
日
本
の
菅
首
相
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
と
も
確
認
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
日
米
首
脳
会
談
の
共
同

声
明「
新
た
な
時
代
に
お
け
る
日
米
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
に
は
、「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と

と
も
に
、
両
岸
問
題
の
平
和
的
解
決
を
促
す
」
と
す
る
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

台
湾
問
題
を
め
ぐ
る
表
現
の
調
整
は
難
航
し
た
。
三
月
の
日
米
２

＋
２
で
は
「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性
を
強
調
」
と
の
文

言
で
一
致
し
た
が
、
米
側
は
首
脳
会
談
の
文
書
で
よ
り
強
い
表
現
を

望
ん
だ
。
日
本
側
と
し
て
は
「
平
和
的
解
決
」
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

中
国
を
必
要
以
上
に
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
た
。

　

米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン
司
令
官

は
三
月
の
上
院
軍
事
委
員
会
公
聴
会
で
中
国
が
台
湾
海
峡
で
軍
事
行

動
を
起
こ
す
時
期
を
「
六
年
以
内
」
と
述
べ
、
日
本
で
も
大
き
く
報

道
さ
れ
た
。
米
国
内
の
危
機
感
が
高
い
の
は
確
か
だ
が
、「
当
面
は

台
湾
の
自
衛
能
力
整
備
を
支
援
す
る
の
が
基
本
で
、
米
軍
艦
船
の
寄

港
な
ど
で
不
必
要
に
緊
張
を
高
め
る
つ
も
り
は
な
い
」（
バ
イ
デ
ン

政
権
に
近
い
元
米
政
府
高
官
）
と
い
う
見
方
が
有
力
だ
。

　

中
国
に
よ
る
台
湾
侵
攻
へ
の
対
応
を
明
確
に
し
な
い
「
戦
略
的
曖

昧
さ
」
の
政
策
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
方
針
を
維
持
す

る
見
通
し
だ
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
は
五
月
四
日
に
行
わ
れ
た
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
紙
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
「『
戦
略

的
明
確
さ
』
を
求
め
る
と
い
う
主
張
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が

あ
る
。
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
最
善
の
方
法
は
、
中
国
が
将
来
的
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に
冒
険
的
で
挑
発
的
な
行
動
を
と
ら
な
い
よ
う
に
強
固
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
」
と
述
べ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
が
当
面
目
指
す
の
は
、
台
湾
と
の
高
官
交
流
の
拡

大
や
台
湾
の
国
際
会
議
へ
の
参
加
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
国
際
社
会

で
台
湾
の
存
在
感
を
高
め
、
外
交
的
手
段
で
中
国
に
よ
る
現
状
変
更

を
防
ぐ
と
い
う
路
線
の
よ
う
だ
。
こ
の
点
で
各
国
に
同
調
と
協
力
を

求
め
て
お
り
、
日
本
は
中
国
と
の
関
係
を
見
な
が
ら
、
慎
重
な
対
応

を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

明
確
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
関
与
の
継
続

 

「
わ
れ
わ
れ
は
未
来
を
き
わ
め
て
楽
観
的
に
見
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

の
ど
ち
ら
も
、帝
国
主
義
で
あ
れ
、冷
戦
で
あ
れ
、勢
力
均
衡
政
治（
バ

ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
で
あ
れ
、
古
い
レ
ン

ズ
で
世
界
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
わ
れ
わ
れ
は

地
域
や
世
界
で
責
任
を
果
た
し
、
不
健
全
な
競
争
や
対
立
な
し
に
両

国
が
と
も
に
繁
栄
で
き
る
柔
軟
性
の
あ
る
関
係
を
築
こ
う
と
し
て
い

る
」。
二
〇
一
二
年
五
月
、
北
京
で
行
わ
れ
た
「
米
中
戦
略
・
経
済

対
話
」
を
終
え
た
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
（
当
時
）
は

閉
幕
後
の
記
者
会
見
で
こ
う
語
っ
た
。

　

九
年
後
の
今
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
目
指
す
の
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏

が
否
定
し
た
「
勢
力
均
衡
政
治
」
の
復
活
に
見
え
る
。
中
国
観
は

一
八
〇
度
転
換
し
た
。
同
盟
国
な
ど
と
の
関
係
強
化
に
よ
っ
て
、
中

国
の
一
方
的
な
現
状
変
更
を
防
ぐ
「
勢
力
（
パ
ワ
ー
）」
を
構
成
す

る
の
は
単
に
軍
事
力
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
力
や
科
学
技
術
、
民
主

主
義
と
権
威
主
義
の
対
立
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
う
。「
均
衡
」
を

図
る
手
法
は
手
探
り
が
続
く
だ
ろ
う
。

　

菅
首
相
は
米
国
か
ら
帰
国
後
の
四
月
二
〇
日
、
衆
院
本
会
議
で
日

米
首
脳
会
談
の
成
果
を
問
わ
れ
、「
バ
イ
デ
ン
氏
と
の
個
人
的
な
信

頼
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
日
米
同
盟
の
結
束
を
国
際
社
会
に

力
強
く
示
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
答
弁
し
た
。
共
同
声
明
に
台
湾
問

題
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
当
事
者
間
の
直
接
対
話
に

よ
る
平
和
的
解
決
を
期
待
す
る
わ
が
国
の
従
来
の
立
場
を
、
日
米
共

通
の
立
場
と
し
て
よ
り
明
確
に
す
る
も
の
だ
」
と
説
明
し
た
。

　

中
国
の
台
頭
に
対
応
す
る
た
め
の
日
本
外
交
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
は
、
将
来
的
に
米
国
を
ア
ジ
ア
に
関
与
さ
せ
続
け
る
こ
と
だ
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
バ
イ
デ
ン
新
政
権

が
国
内
問
題
に
忙
殺
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
中
、
米
国
の
ア
ジ
ア

へ
の
積
極
的
な
関
与
を
引
き
出
し
た
今
回
の
菅
首
相
訪
米
は
、
大
き

な
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
今
後
問
わ
れ
る
の
は
、
ア
ジ
ア
で
の

新
し
い
「
勢
力
均
衡
外
交
」
の
中
で
、
日
本
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
一
員

と
し
て
、
主
体
的
に
ど
う
外
交
を
展
開
し
て
い
く
か
と
い
う
困
難
な

課
題
と
な
る
。
●




